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研究成果の概要（和文）：ろう・難聴者に関わるソーシャルワーカーがろう者学の知見を取り入れた上で、ソー
シャルワーク実践を実することの重要性を明らかにした。具体的には、ろう文化ソーシャルワークを実践するた
めには、ソーシャルワーカー自身が無意識的に捉えているろうの意味を解体した上で、再認識することが必須条
件であることを示した。その上で、オーディズム、ろう文化論、デフゲイン、ろうコミュニティ文化的資産とい
った各種理論を理解することが重要である。介入研修の結果、ろう者学の視点を理解するためには、事例検討が
役立つこと、また手話のみでの進行が結果的にろう・難聴当事者ソーシャルワーカーにとっては重要であること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study highlights the importance for social workers working with deaf 
and hard of hearing clients to integrate knowledge from Deaf Studies into their social work 
practice. Specifically, it demonstrates that for effective Deaf culture social work, it is essential
 for social workers to deconstruct and reassess their unconscious perceptions of deafness. 
Additionally, understanding theories such as Audism, Deaf culture theory, Deaf Gain, and the deaf 
community cultural wealth is crucial.
The study found that intervention training for social workers, conducted in sign language, is 
particularly beneficial for deaf and hard of hearing social workers and that case studies are 
helpful in understanding the perspective of Deaf Studies.

研究分野： 障害学・ろう者学

キーワード： ろう者学　ソーシャルワーク教育　ろう文化　カリキュラム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国連障害者権利条約において、「障害者は文化的同一性の承認と支持を受ける権利を有する」とされているが、
文化言語的少数者であるろう者がソーシャルワークを通して最大限の恩恵を受けられていないのが実情であっ
た。我が国のソーシャルワークにはそのことはまだ十分に反映されておらず、医伝統的なソーシャルワーク実践
では、ろう者が不利益を被るどころが、さらなる抑圧構造の中にろう者を引き込むことになることを示したこと
が本研究の社会的意義の一つとして考えられる。医学モデルに支配されたろう者に関する諸言説やスティグマに
抵抗するための知識や経験の集合体化がろう者学であり、その養成カリキュラムの実証を実施した意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

聴覚障害者、とりわけ手話を第一言語とするろう者は音声言語が中心のマジョリティ社会に

おいて、教育や就労の機会の確保や継続などの社会生活上の困難を抱えている。ろう者を聴力損

失の観点から障害者として捉える伝統的な医学的モデルに対して、手話を使い、ろう文化を持つ

マイノリティとして捉える文化言語モデルがある（Lane 1992）。文化言語的マイノリティである

ろう者は、教育や福祉サービスに関して、特有で、かつ複雑なニーズを抱えている（Harris.and 

Bamford 2001）。そのため、従来の医学的モデルによるソーシャルワークでは対応が不十分であ

り(Young ら 2004)、ろう文化の特性に即したソーシャルワークの実践が重要である (Sheridan 

& White 2008)。ろう者が障害者としてではなく、文化言語マイノリティとして、医学モデルに

立脚した様々な言説やスティグマに抵抗するための経験知やろう文化と定義される文化継承の

重要性を主張してきた知識集合体がろう者学（Deaf Studies）という学問体系として認識されて

いる。ろう者学の主な理論枠組みは、社会学や文化人類学、歴史学、哲学を始めとした基礎知識

と、文化論及び批判理論の視点を土台としており、ソーシャワークやろう教育といった他領域に

応用が可能である。ろう者学の主な理論は、①ろう文化論、②オーディズム、③感覚指向論、④

デフゲイン、⑤ろう理論、⑥デフフッド、である。特に、近年のソーシャルワークがエンパワー

メントやストレングス視点、反抑圧主義、アドボカシーなどを取り入れようとする潮流がある中

で、批判理論やろうコミュニティが受け継いできた文化資本や文化言語モデルなど、ろう者学の

理論動向はソーシャルワークが指向する方向性と一致している． 

医学モデルに基づく伝統的なソーシャルワーク実践では、ろう者が不利益を被るどころが、さ

らなる抑圧構造の中にろう者を引き込むことになる。医学モデルがろう者を聴者コミュニティ

に適応させようとする実践や視点から脱却できないことが、ろう者にとって最大の障壁なので

あり、それこそが文化言語モデルが必要な根拠なのである。医学モデルに支配されたろう者に関

する諸言説やスティグマに抵抗するための知識や経験の集合体化がろう者学であり、ろう者学

を取り入れたソーシャルワーク実践がろうコミュニティにおいては重要なのである。このソー

シャルワーク実践を「ろう文化ソーシャルワーク」と定義づけ、その適切な理解、応用のために

は、ろう者学の視点を取り入れたソーシャルワーク教育が不可欠である（高山 2019）。 

 

２．研究の目的  

本研究では、博士論文において提示したろう文化ソーシャルワークに関する教育カリキュラム

（試案）の効果や凡用性、課題について、介入実証研究を通して明らかにすることである。具体

的な目的は次の通りである。 

（１）先行研究を通して、日本ろう者学の基盤やその課題について整理する。 

（２）欧米における先駆的カリキュラムをレビューした上で、ろうあ者相談員やろう当事者ソ

ーシャルワーカーを始め、ソーシャルワーカーを目指す学生を対象にした教育カリキュラムを

開発する。 

（３）ろう者学の知見を取り入れた研修プログラムの効果や意義について、フォーカスグルー

プインタビューなどによって検証する。 

 

３．研究の方法 

目的１：先行研究によって、日本ろう者学の基盤および今後の課題について明らかにする。 



目的２：ろう・難聴者へのソーシャルワーク実践を行っているソーシャルワーカーを対象とした

ろう者学を取り入れた研修カリキュラムを開発する。 

目的３：フォーカスグループインタビューを通して、ろう者学を取り入れた研修プログラムにつ

いて検証する。 

 

４．研究成果 

目的１：先行研究の結果、ろう者学に関する複数の理論背景によって構築され、経験が豊富な欧

米のろう者学教育と比較して、日本ろう者学は、その独自の理論構築や基盤醸成が課題であるこ

とが明らかになった。具体的には、「ろう文化宣言」以降の具体的なカリキュラム開発の取り組

み、日本障害学との連携といった部分で課題があることが明らかになった。今後、日本ろう者学

が発展するためには、日本障害学会との連携やろう者学に関するトレーニングの機会拡大が重

要である。また、多くのろう者学に関する資料が英語で書かれているため、日本語でアクセスで

きないという問題があった。そのため、日本語及び日本手話に翻訳し、その成果物をウェブサイ

トで公開した。 

 

目的２：ろう・難聴者へのソーシャルワーク実践を行っているソーシャルワーカーや心理専門職

を対象とした研修プログラムについて、ろう者学を専門とする研究者と共同で、全 4日間の研修

プログラムを開発した。研修プログラムに参加するソーシャルワーカーを募集し、8名のろう・

難聴当事者ソーシャルワーカーや手話ができるソーシャルワーカーらの応募があった。研修は、

手話通訳なしで、手話による進行で進められた。研修プログラムを実施した結果、一定の効果が

あることが証明された。今後の課題は、（１）ろう・難聴当事者、（２）手話を知らないソーシャ

ルワーカー、（３）手話通訳者・要約筆記者、を対象とした研修カリキュラムの開発が挙げられ

た。 

 

目的３：ろう者学の知見を取り入れた研修プログラムの効果や意義について、8 名の参加者に

よるフォーカスグループインタビューを実施した。インタビューの結果、ろう文化ソーシャルワ

ークを実践するためには、ソーシャルワーカー自身が無意識的に捉えているろうの意味を解体

した上で、再認識することが必須条件であることが前提条件であることが示唆された。その作業

が最も困難で、時間をかけて取り組み必要があるとのフィードバックがあった。その上で、オー

ディズム、ろう文化論、デフゲイン、ろうコミュニティ文化的資産といった各種理論を理解する

ことが重要で、それらは、ろう者個々人だけではなく、彼らを取り巻く社会環境の分析に大いに

役立つことが明らかになった。研修プログラムの進行方法について、（１）事例検討がろう者学

の視点の理解に役立つこと、（２）手話のみでの進行が結果的にろう・難聴当事者ソーシャルワ

ーカーにとっては参加しやすい、とのフィードバックがあった。 
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